












Inappropriate quotations and citations observed  
in the reports by non-Japanese students and their mindset







































　中村他（ 2016 ）でも指摘されているように、山本（ 2016 ）、中村他（ 2016 ）はどちらも引用
の目的を正しく理解させる基礎的な教育が必要であるとしている。
　数野（ 2018 ）は立教大学日本語教育センターの日本語上級作文コース、「 J7 － 3 作文」（以下、
J7 作文）の 2017 年度秋学期の実践概要を報告し、中国からの留学生 A が学期中に書いたレポー
ト 4 つを分析している。その結果、1 ）	A は当初、課題とは異なる整理・まとめ型のレポートを
書いていたが、学期後半は課題に合ったレポートが書けるようになったこと、2 ）主張の論拠を
示すという目的でも引用するようになったものの、資料の理解と要約に誤りがあるために引用の






















　J7 作文コースは中級修了レベルの短期留学生（半年または 1 年）と大学院生を対象とした日
本語上級の作文コースであり、来日時のプレースメントテストで作文のレベルが J7 と判定され
た学生と前の学期に J6 レベルの作文に合格した学生が履修できる。
　本コースでは立教大学大学教育開発・支援センター（ 2012、2018 改訂）の『 Master	of	Writing 』
という本学の学生向けのレポート作成の手引きのほか、独自教材を用いて、アカデミックライテ
ィングの力をつけるための授業を行っている。立教大学日本語教育センター（ 2017 ）が公開し
ている 2017 年度のシラバスにあるように、14 週で 5 つのレポート課題を課し、最後に作文テス





　立教大学大学教育開発・支援センター（ 2012、2018 改訂、1 ）は大学のレポート課題を「 1 . 	
自分で調べて考えて書くレポート　集めた資料を根拠として、自分の主張を論理的に述べる（論
証する）レポート」、「 2 . 	整理・まとめ型のレポート　集めた資料や授業内容を整理報告するレ
ポート」、「 3 . 	ブックレポート　文献が指定され、その要約や内容に対する意見等を述べるレポ
ート」、「 4 . 	実験・実習・フィールドワーク等で得たデータをまとめて考察するレポート」とい
う 4 つに分類し、1 の「自分で調べて考えて書くレポート」について解説している。J7 作文でも
「自分で調べて考えて書くレポート」を扱っている。
2.2 　2017 年度秋学期の実践概要









新たに読み物を選び直し、テーマ 3 と 5 のみ従来の読み物を使用した。レポート 1 は「ら抜きこ













































　J7 作文の受講者は 13 名で、出身の国・地域は中国・香港・台湾が計 8 名、韓国、シンガポール、
タイ、フランス、日本（イギリス）が各 1 名であった。13 名全員が学部の短期留学生（半年ま












タビュー調査は授業最終日の 5 日後の 2018 年 1 月 24 日から 2 月 1 日の間に一人 30 分程度行い、
録音した。レポートの作成経験と引用の学習歴は授業の初日にも確認したが、インタビューでは

















インタビュー調査の対象はこの地域の学生とした。協力者は表 1 に示す 3 名である。A と B は中
国出身で、2017 年度秋学期が留学の 1 学期目であり、日本語でのレポート作成経験はない。A
は数野（ 2018 ）がレポート 1、2、4、5 を分析した学生である。A は母語で「 2 . 	整理・まとめ型
のレポート」を書いたことがあるが、引用についてはどの言語でも学んだことがなかったという。
B は母語で「 1 . 	自分で調べて考えて書くレポート」を書いたことがあり、その際に引用につい
て自分で少し調べたことがあるが、習ったことはないという。C は台湾出身で、前の学期に立教
大学の J6 作文と総合日本語 6-8 のクラスで引用について学習している。日本語では「 1 . 	自分で
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　以下、3 . 3 で最終課題のレポート 5 の引用箇所を分析し、続いて 3 . 4 でインタビュー調査の結
果を報告する。ただし、インタビューではレポート 5 の引用についても質問しているため、これ
に関するインタビュー結果は 3 . 3 のレポートの分析部分で報告する。
3.3 　最終課題レポート 5 の分析
3.3.1 　留学生 A のレポート
　A は母語を含め、どの言語でも引用について学んだことのない学生である。A のレポート 5 は
日本の国語力の現状（低下）、その原因、国語力の重要性、対策という構成になっており、8 ヶ
所に引用がある。




















笠井光俊、2001、「［新教育の森］『生きる力』を考える・第 4 部　学力／ 2　深刻、国語力の低下」『毎日新聞』、
朝刊、2001 年 6 月 6 日、3 面。
文部科学省、2004、「これからの時代に求められる国語力について」、<http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/














　この段落で文部科学省（ 2004 ）の説明と笠井（ 2001 ）で紹介された大迫の発言を引用するの
であれば、順序を変えて、以下のように論を展開する必要があるだろう。







【例 2:	学生 A のレポート 5 の抜粋②】
　国語力を向上させるには、まず、政策の面で国語教育を変えなければならない。そのために、文部
科学省はさまざま試みを行ってきた。

























3.3.2 　留学生 B のレポート
　B は引用について習ったことはないが、母語でレポートを書く際に自分で少し調べたことがあ













【例 3:	留学生 B のレポート 5 からの抜粋】
賀が述べているように、中国語力の低下が長期的かつ普遍的なものになれば、母国語である中国語自
体が退化する恐れがある（人民網　2010 ）。
人民網日本語版、2010、「中国人の母国語力低下　8 割『危機感じる』」、『人民網日本語版』、2010 年 12






　B は一つ前のレポート 4 で、以下に示す誤りをしている。
【例 4:	留学生 B のレポート 4 からの抜粋】
日本経済新聞（ 2017 ）で指摘されているように、生殖細胞の遺伝子を改変したら、影響は本人だけで
なく、子や孫にも及びかねないという。










3.3.3 　留学生 C のレポート
　C は前の学期にも引用について学び、レポートを書いたことのある学生である。C は国語力の
重要性、日本における取り組み、台湾における課題という構成でレポート 5 を書いている。引用

































































　C は前の学期に J6 作文、総合日本語 6-8 でも引用について学んでおり、目的をもって引用し
ようとする姿勢は伝わってくるものの、引用の 3 ヶ所すべてにまだ不適切さが残っている。
3.4 　インタビュー調査の結果と考察
　次に、質問 1 から 5 についてインタビュー調査の結果を報告し、考察する。
3.4.1 　レポートを書く力の変化


















解して課題に沿ったレポートが書けるようになったこと、B と C は構成を意識したレポートが書
けるようになったことを挙げている。また、表現力に関して、A は書き言葉、C は書き言葉や語彙、
B は引用のさまざまな表現が身についたと自己評価している。引用について言及したのは B のみ
であるが、J7 作文は引用の仕方だけを学ぶコースではない。A がレポートとは何かということ
を理解したと答え、B と C が構成力を身につけたと答えたことは、コースの大きな目標が達成さ
れたことを示している。
　A はレポート 5 で引用に関してさまざまな問題が残っていたが、学期を通してみると、自己評







































































ート 5 においても B は引用の際に多様な表現を用いており、C は引用の前後に自分の意見を述べ
ようとしていることが見て取れた。
3.4.4 　レポート作成において難しかった点












































　ここで特徴的なのは、A と C が役立った、もっと練習したかったと答えたことについて、B が
異なる意見を持っている点である。A と C はグループで自分のレポートのアウトラインについて




トでも形式や要約に不適切さの残っていた A と C はこの練習の必要性を感じているため、今後
もこの練習が必要だと思われる。
4. 　おわりに
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